
（様式１） 平成29年１月18日

つくば市環境生活部危機管理課つくば市記者会 御中

全６枚（本紙含む）

鬼怒川・小貝川大規模氾濫に関する減災対策協議会が水のう工法を視察
～水防資材の新技術である『水のう』の止水・設置状況を視察します～

項目(あてはまるものすべてにチェック)
□イベント・会議等の事前周知依頼 □イベント・会議等の取材依頼
☑イベント・会議以外の事業の周知依頼 □参加者募集の周知依頼
□その他（ ）

標記について，国土交通省とともにプレスリリースします。

詳細は，２枚目以降の記者発表資料を御覧ください。
また，内容についての詳細なお問い合わせは，国土交通省関東地方整備局下館河川事務所へお願いいた

します（連絡先は２枚目に記載）。



平 成 ２ ９ 年 １ 月 １ ８ 日 （ 水 ） 

鬼怒川・小貝川大規模氾濫に関する  

減災対策協議会 

記者発表資料

鬼怒川・小貝川大規模氾濫に関する減災対策協議会が 

水のう工法を視察 

～ 水防資材の新技術である『水のう』の止水・設置状況を視察します ～ 

問 い 合 わ せ 先 

国土交通省 関東地方整備局 

下館河川事務所 

技 術 副 所 長  須藤 純一 TEL：0296-25-2161 

調  査  課  長  伊藤 克雄 TEL：0296-25-2171 

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、茨城県政記者クラブ、 

栃木県政記者クラブ、筑西市記者クラブ、宇都宮市政記者クラブ、取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、龍ケ崎記者会、つくば市記者会

１．日時 

平成２９年１月２４日（火） １４：００～１５：００ 

２．場所 

栃木県宇都宮市道場宿町 道場宿緑地下流の鬼怒川高水敷（別添地図参照） 

３．視察者 

鬼怒川・小貝川大規模氾濫に関する減災対策協議会 構成員 

※鬼怒川・小貝川では茨城県区間（下流域）・栃木県区間（上流域）の２つの協議会が設置

されており、構成員は以下のとおりです。 

下流域：結城市、龍ケ崎市、下妻市、常総市、取手市、つくば市、守谷市、筑西市、 

つくばみらい市、八千代町、茨城県、気象庁、国土地理院、国土交通省関東地方

整備局 

上流域：宇都宮市、小山市、真岡市、さくら市、下野市、上三川町、益子町、芳賀町、 

塩谷町、高根沢町、栃木県、気象庁、国土地理院、国土交通省関東地方整備局

市町、県、国で構成する鬼怒川・小貝川大規模氾濫に関する減災対策協議会では、水防災

意識社会を目指し、各構成員が計画的・一体的に取り組みを進めています。 

今回視察する『水のう工法』は、洪水時の堤防越水に対して行われる土のう積みに代わり、

水を注入した『水のう』を設置する水防工法の１つで、設置時間の短縮や作業者の削減が期

待される新技術です。当日は、鬼怒川の高水敷に水のうを設置し、設置・止水の状況を把握

し、その有用性を確認します。



参考資料 

『水のう工法』とは 

洪水時の堤防越水に対して行われる土のう積みに代わり、水を注入した『水

のう』を設置する水防工法の１つで、設置時間の短縮や作業者の削減が期待さ

れる新技術です。土のう積み以外にも釜段工、月の輪等の設置も可能であり、

現地の状況に合わせて形状を変化させることができることも特徴です。 

短時間に広範囲に設置出来る“水のう“

土のう積みを想定 

釜段工を想定 

※写真 下館河川事務所ホームページ 

「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針 

参考資料 P.10 より http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000645895.pdf



（別添資料） 

水のう工法の現地設置視察について（報道の方へ） 

標記のとおり鬼怒川・小貝川大規模氾濫に関する減災対策協議会において、新技術「水のう工法」

の現地視察を行いますので、お知らせいたします。 

記 

１．日時  

平成２９年１月２４日（火） １４：００～１５：００（予定） 

２．場所  

栃木県宇都宮市道場宿町 道場宿緑地下流の鬼怒川高水敷（別添地図参照） 

３．公開 

 視察の状況は、報道機関を通じて公開いたします。 

 カメラ撮り等は可能です。 

４．報道関係者の受付 

 受付日時 平成２９年１月２４日（火） １３：３０～１４：００まで 

 受付場所 栃木県宇都宮市道場宿町 道場宿緑地下流の鬼怒川高水敷 

 事前の登録が必要です。別添登録様式にご記入の上、 

平成２９年１月２０日（金）１２：００までに、様式の送付先に送ってください。 

 当日、受付にて必要事項の記入をお願いします。 

 当日は、受付にて「受付証」をお渡ししますので着用をお願いします。なお、お帰りの際に係

員へ返却下さい。 

５．取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、以下の注意事項をご確認いただき、その遵守へのご協力をお願いします。 

 事務局の指定した場所以外での撮影、取材は、ご遠慮ください。 

 取材に必要となる電源は、各社（各自）にてご用意下さい。 

 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切り下さい。 

 視察がはじまったら発言、私語、談論、拍手等を行わないで下さい。 

 プラカードを掲げたり、はちまき、腕章の類を付けたり、ビラ等の配布を行わないで下さい。 

 事故防止の観点から、取材に当たっては節度ある行動をお願いします。 

 手荷物・貴重品等の管理は各自にてお願いします。 

 視察の円滑な進行のため、係員の誘導、指示に従って下さい。 

 上記の他、進行を妨げたり、会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■栃木県宇都宮市道場宿町 道場宿緑地下流の鬼怒川高水敷 

案内図 

別添地図 

設置場所

鬼怒川

YAHOO!JAPAN 地図 http://map.yahoo.co.jp/ より 

駐車場 



事 前 登 録 書 

 平成２９年１月２４日（火）の「水のう工法の現地設置視察」につきまして、取材を希望される報

道機関におかれましては、事前に登録をお願いします。 

 開催場所は、栃木県宇都宮市道場宿町 道場宿緑地下流の鬼怒川高水敷となります。 

ＦＡＸ送信期限：平成２９年１月２０日（金）１２：００まで 

１．報道機関名                                    

２．氏名等 

ご氏名 

（代表者のみ） 

連絡先 

（電話番号）

メールアドレス 人数 

（代表者含む）

車台数

３．送付先  ＦＡＸ：０２９６－２５－３０１９ 

４．事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

ＴＥＬ：０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式


